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 ぼくは、いままでにどんなおてつだいをしただろう。はしならべやにもつはこび、ごみだ

しなど、たくさんのおてつだいをしたことがある。でも、ずっとつづけてしているおてつだ

いがないから、かぞくかいぎではなしあって、二つのおてつだいをがんばっていこうときめ

た。 

 一つは、「かぞくのくつならべ」だ。おかあさんが、 

 「げんかんはおうちのかおだから、いつもきれいにしていたいね。」 

とはなすのをきいて、よし！これだ！ときめた。 

 くつならべはおもしろい。おとうさんのくつは、大きくておもい。おかあさんとばあちゃ

んのくつは、いつもげんかんのすみっこにおいてある。おとうとのくつは、小さくてたまに

ちらばっている。ほいくえんでたっぷりあそんでいるから、すこし土がついている。ぜんぶ

きれいにならべると、とてもきもちがいいし、おきゃくさんにはやくきてほしいきぶんにな

る。くつもうれしいのかな。いもうとのくつはまだないから、はやくぼくのとなりにならべ

たいなとおもう。 

 二つめのおてつだいは、「おふろのせいりせいとん」だ。ぼくは、おかあさんときょうだ

い三人でおふろに入っている。いもうとが一ばんはやくあがって、つぎにおとうとのからだ

をふくためにおかあさんがあがる。ぼくは、おとうととおもちゃをいっぱいゆぶねにうかべ

てあそぶのがすきだ。おとうともどんどんおもちゃをだして、まんぞくそうにしている。二

人で、水でっぽうをしたり、小さいおもちゃをならべたりしていると、すぐにじかんがたっ

てしまう。 

 「あがっておいでー。」 

と、おかあさんによばれて、おとうとがすこしだけかたづけてあがる。ぼくは、のこりをぜ

んぶかたづけてあげる。はじめは、おとうとだけずるいとおもっていたけどれど、おとうと

はからだをふきながら、ぼくがかたづけるのをみていて、 

 「おにいちゃん、ありがとう。」 

という。そういわれるとうれしいし、かたづけてよかったなとおもえるようになった。おと

うとも、もうすこし大きくなったら、ぼくのおてつだいをしてくれるかもしれないな。さい

ごに、おふろにふたをして、おけやいすをせいとんする。ドアをしめて、でんきをきればで

きあがりだ。そうしたら、おかあさんが、 

 「おにいちゃん、ありがとう。かんぺき！」 

といって、だきしめてくれる。 

 おてつだいをすると、「ありがとう」がいっぱいかえってくる。ならべたくつがよろこぶ、

せいりせいとんしたおふろがよろこぶ、みんながよろこぶかおをみせてくれるから、ぼくは

がんばるきもちがわいてくる。まだぼくにできることはすくないけれど、いまのおてつだい

をたのしみながらつづけていきたい。 


